


























































































2011 年 8 月リマ市の某日系人学校で、卒業を
も多いのではないでしょうか。HANDSプロジェ
クトでは県内の日本語教室担当教員を対象にア
ンケート調査をおこない、どのような教材が多
く利用されているか、また選んだ理由や教材の
持つ特徴などについて把握しました。その後「外
国人児童生徒支援会議」の場において、実際に
使用している教員による教材紹介を行うことに
より、それらの情報を広く共有する機会を設け
ました。
本書では、以上の過程を経て広く皆さんに紹
介すべきであると判断した教材を選出・紹介し
ています。日本語指導に関するテキストも、学
校の指導形態や子どもの実態に合わせ、読み書
きを中心にしたものから表現活動を中心とした
もの、そして会話を中心としたものなど多岐に
わたっています。その他、漢字指導や作文指導
に関するテキスト、担当教員による自作教材も
紹介しています。また、特別支援教育分野の教
控えた 3人の男子生徒に出会った。彼らは 2008
年のリーマンショックの影響により親とともに強
制的にペルーへ帰国しており、比較的ペルーで
の滞在年数が短い 3人であった。馴染まない環
境に嫌悪感を浮かべ、教室の一番後ろの席に座
り、お互いに日本語で話し合うことで他の生徒・
教師と壁を作っていたという印象であった。スペ
イン語能力は不十分で、ペルーの教育制度に対
する意識は低く、そしてペルー社会へは無関心で
あり、校内で際立った存在であったようである。
かれらに接近すると一人は戸惑い、会話を敬
遠するかのような仕草を見せたが、次第に壁
が崩れていった。そして、一人が話し始めた。
2008 年のクリスマスに親の都合でリマへと帰国
した。居たかった国から連れ出され、戻りたく
材を活用することも提案し、指導者のアイデア
如何では既存の教材も有効に利用できることを
示唆しています。外国につながる子どもの教育
に必要なのは特殊技能や専門性ではありません。
指導者は使いやすいテキストを通して「いかに
して子どもとの距離を取り払うか」が重要と考
えています。本書で紹介した教材のどれもが、
読者の皆さんにとって外国につながる子どもの
教育の良き「入り口」になり得ると確信してい
ます。
『教員必携　外国につながる子どもの教育３』
は、６月中に栃木県内の小中高等学校および各
教育委員会や図書館などに配布予定です。また、
個人的に活用を希望される場合には無料で（送
料のみのご負担）提供していますので、HANDS
プロジェクトホームページ「だいじょうぶ net.」
の「お問い合わせ」からご連絡ください。
再会
～2013春ペルー調査報告～
宇都宮大学国際学部講師 スエヨシ アナ
